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世界の潮流に先んじる
社会イノベーション事業の本質

日立の出発点は「優れた自主技術・

製品の開発を通じて社会に貢献す

る」という創業時から続く社会貢献

の理念にある。それを自分たちの事

業ドメインとして再定義したものが

現在の社会イノベーション事業と言

える。これは，利潤の最大化を追求

する株主資本主義や金融資本主義に

代わり，SDGsやSociety 5.0，ESG

投資など，社会課題の解決に向けて

舵を切っている近年の社会の動きと

符合するものである。

社会イノベーション事業が本格的

にスタートを切ったのは，リーマン

ショックの余波が影を落としていた

時期で，当初は概念そのものがなか

なか理解されない状況だったが，今

では多くの人に期待されるところと

なり，この事業が世界的な社会の潮

流を先取りしていたことを実感する。

このような社会の課題解決に向け

た動きが広がる中，海外で頻繁に見

聞きするようになった言葉が「パー

パス（purpose）」だ。これは日本語

で「目的」ないし「存在意義」と訳さ

れ，株主資本主義からの脱却を志向

する世界的な経営トレンドで掲げら

れるキーワードであると同時に，ミ

レニアル世代の社会起業家らが非常

に重んじるコンセプトでもある。従

来の「目的」なき利益追求を反省し，

企業活動においても目的や存在意義

を重んじることが持続的成長のカギ

と見なされるようになっている。

日立アカデミーが提供する選抜者

研修でも「パーパス・ドリブン・リー

ダーシップ」の強化を狙いとしてい

るが，私はそこでパーパスを「志」と

訳している。思うに志とは，「社会が

求めること」，「会社がやるべきこと」，

「本人がやりたいこと」の三つが重な

り合う部分ではないだろうか。そのよ

うな本物の志こそ，困難に耐え抜き，

物事をやり抜く力となる。事実，パー

パスには「やり抜く決意」といった意

味合いも含まれている。

コロナ禍の以前から人々の間に

は，行き過ぎた株主資本主義やグ

ローバル化のマイナスの影響，AIに

代表されるテクノロジーの進化な

ど，社会の急速な変化に対し，より

根源的不安が蔓延しているように感

じていた。パーパスを重視する経営

の流れは，このように先行きの見え

ない不安な時代に，人間の主体性や

意志の力に注目する新しい兆候であ

る。同時に，社会貢献への志を出発

点とする社会イノベーション事業の

理念とも軌を一にするものであると

言えよう。

一方，企業としては，当然のこと

ながら，利益も併せて追求していか

なければ社会貢献を続けていくこと

はできない。日立の2021中期経営

計画では「社会価値・環境価値・経

済価値」の三つを同時に向上すると

宣言しているが，それによって初め

て持続可能で，より大きなインパク

トをもたらす「事業」として社会を

革新していける。ここにNPOでは

なく企業体である日立が社会イノ

社会イノベーションに求められる人財の力と生き方
志と自立の心で切り開く社会・企業・自身の未来

株式会社日立アカデミー
取締役社長

迫田 雷蔵

1983年日立製作所入社。電力，デジタルメディ
ア，情報部門の人事業務を担当後，2000年か
ら本社にて処遇制度改革を推進。2005年米国
駐在，Hitachi Data SystemsでHR部門Vice 
President（～2009年）。2012年本社グローバ
ルタレントマネジメント部長，2014年中国・アジア
人財本部長，2016年人事勤労本部長，2017年
日立総合経営研修所取締役社長。2019年4月
に日立アカデミーが設立され，初代社長に就任。
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ベーションをリードしていく意義が

ある。

DXを実現する
現場の知×デジタル技術

もう一つ社会の潮流を語るうえで

欠かせないのがDX（デジタルトラ

ンスフォーメーション）である。世

間ではDXをIT化やデジタル化と変

わらない意味で用いる向きもある

が，本来のDXとは，デジタル技術

を使ってビジネスや産業構造そのも

のを変えるという，より大きな概念

である。社会のあらゆる基盤がデジ

タル技術によって支えられている

今，その活用なくして将来社会の展

望は開けない。社会イノベーション

事業を実現する手段として，日立ア

カデミーではDXをビジネスモデ

ル，プロダクト，プロセス，業務改

革の四点に分類して整理している。

ここで明らかになるのは，DXの

実現には，世間でも言われるように

AI技術者やデータサイエンティス

トなどが欠かせないのはもちろん，

それ以上に「課題を定義できる」人

財が重要となるということだ。課題

を定義するためには豊富な業務知識

や現場の知見が不可欠であり，これ

は日立の強みとするところである。

多様な業種の工場や現場に設置した

機器から得た膨大なデータをAIな

どを活用して解析・統合し，その結

果をリアルタイムでフィードバック

する。そうしたサイバーフィジカル

システム（CPS）の構築を通じ，リ

アルの課題をデジタル技術で解決し

ていくことが今後の日立の命題とな

る。躍進するITベンチャー企業など

にもそう真似できない領域だ。

現在，日立ではデータサイエン

ティストなどDXエキスパートの育

成と並行し，今年から日立グループ

の全社員に向けて「デジタルリテラ

シーエクササイズ」というプログラ

ムを開始し，デジタル対応力の底上

げを図っている。デジタル技術や

DXで何ができるのか，今，顧客が抱

える課題はデジタル技術で解決でき

るのか，それを各自で判断できるよ

うに基礎的な素養を身に付けてもら

うのが狙いだ。それを最先端のIT部

門につなげて連携を図りながら，リ

アルとデジタル両方の知見を持つ

日立の強みを最大限に発揮したDX

を実現していく。

世界標準の
人財マネジメントへ

社会イノベーション事業でグロー

バルに戦っていくためには，人財マ

ネジメントも世界標準に対応させて

いかなければならない。日立は早い

段階からこうした認識を持ち，社会

イノベーション事業が本格化して間

もなく，2011年からその改革に着

手した。

輸出型の産業であれば，現地の製

造現場や販売会社に日本のやり方を

移植するだけでも通用したが，社会

イノベーション事業はそれとまった

く異なり，世界各地の地域・市場に

精通するリーダーと，グローバルに

展開する事業全体を統括できるグ

ローバルリーダーが，市場と事業の

今までにはない
新たな産業，

ビジネスモデルを
0から作り出す

ビジネスモデルイノベーション

取り扱う課題によって， プロセス ・ タスクとそれを担う人材がどのようになるかを検討する

社会イノベーション
シェアリングエコノミー

既存ビジネス
モデルで
顧客価値を
向上させる

プロダクトイノベーション

売り切りからLTVを高めるサービス
カスタマーサクセス
マイクロモーメント

既存ビジネスに
おける
プロセスを
改革する

プロセスイノベーション

スマートファクトリー
サプライチェーン再構築

各プロセスの
効率を
向上させる

業務改善

熟練者の技術伝承
業務の一部RPA化

日立アカデミーが考えるDXの課題

注：略語説明　LTV（Life Time Value），RPA（Robotic Process Automation）



 Experts’ Insights│社会イノベーションをめぐる考察

10

数だけ必要なのだ。それに対応する

ためには，グループ内のシステム・

データベースを統一して人財の見え

る化を図り，人財を徹底的に活用す

ることが求められた。加えて，グロー

バルに広がる多様な人財を現地法人

やグループ会社それぞれに異なる，

約1千通りものマネジメントシステ

ムで統括することは不可能であり，基

本的なシステムを全世界で統一する

ことによるメリットは計り知れない。

こうして始まった人財マネジメン

ト改革では，当初から従来の日本方

式ではなく，グローバルに適用可能

な世界標準に基づき制度設計する方

針であった。これにより，10年近い

歳月を掛けて実現した成果が日立の

「ジョブ型人財マネジメント」であ

る。これはコロナ禍のテレワーク推

進においても，世間から注目を集め

たことでご存知の読者も多いだろう。

ジョブ型は自立した人生を
歩むこと

もとよりジョブ型の雇用形態は欧

米諸国のみならずアジアにおいても

スタンダードである。むしろ日本の

メンバーシップ型が特殊で，高度経

済成長期固有の事情に合わせて作ら

れた制度であるため，他の国では通

用しない。過去の日本的経営を象徴

するメンバーシップ型は共同体的結

束に基づく安心・安定のイメージも

強く，そこからジョブ型へ移行する

ことを不安視する声や抵抗の声もし

ばしば聞かれる。しかし，それはジョ

ブ型の本質や実態が知られていない

からであり，初歩的な誤解や思い込

みも少なくないように感じる。

ジョブ型は長期雇用そのものを否

定するものではないし，新卒や長期

で働く社員がいても構わない。問題

なのは「就社」と言われるように，新

卒一括採用と終身雇用制度だけで組

織が固められ，流動性を失い排他的

になってしまうことだ。企業や職場

が生き生きと活気を保つためには，

経営環境や事業に合わせ，新卒や中

途採用，国籍，ジェンダーに関係な

く多様な人財が行き交う状態が望ま

しいのではないだろうか。

また，一般的には長期雇用のメン

バーシップ型の社員の方が会社に対

する帰属意識やロイヤルティが高い

という先入観があるが，実態は必ず

しもそうではなく，日立グループの

従業員意識調査でも海外のグループ

社員より日本人社員の方がエンゲー

ジメントスコアが低い。

いちばん問題だと思うのは個人の

「自立（ないし自律）」が不十分とい

うことだ。自分のキャリアを磨いて

いこうとする意識より，キャリアそ

のものを会社に委ねる傾向が強い。

そのような自立心の低さがエンゲー

ジメントや生産性にも影響している

のではないか。海外の社員は概して

キャリアを自分自身で築いていく意

識が高く，特にマネージャー層は自

分の権限を広げるためジョブリスト

にない仕事も果敢に取りに行こうと

する。「ジョブ型は決まった仕事しか

しない」というイメージもまた思い

込みなのである。

人生で何をしたいのか，そのため

には何が必要でどんな能力やスキル

を磨いていくべきか。それを明確に

して具体的な行動につなげていくこ

とこそジョブ型の本質である。自分

の人生は自分のものであり，自ら

キャリアを磨いてチャンスをつかみ

とっていかなければならない。そし

て会社の方も積極的な投資によって

それを全力で支援していく。

もちろん，これまで日本企業が

培ってきた「人を大切にする」文化

は絶やしてはならない。だが，それ

は同朋意識で全員を守ることでは決

してなく，社員が自分の思い描く人

生を全うできるよう的確にサポート

して育成していくことだと思う。社

員一人ひとりが力を発揮できれば，

組織も強くなり，それが両者にとっ

ての幸福となる。

このように長い年月を掛けて改革

を重ねてきたからこそ，日立は今回

のコロナ禍でも積極的なテレワーク

導入に踏み切れた。だが，バーチャ

ル空間を主として連携しながらグ

ローバルに戦っていくためには，そ

れを補完する具体策が早急に必要

だ。またこの度，スイスの重電大手

ABB社のパワーグリッド事業を買

収し，「日立ABBパワーグリッド社」

が設立された。本格的なグローバル

対応には人財マネジメントシステム

と同様，教育システムの改革も急務

である。日立は社会イノベーション

事業の拡大に向けて，その推進力と

なる人財の育成とマネジメントをさ

らに進化させていく所存だ。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage false
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /HiraKakuStd-W1
    /HiraKakuStd-W2
    /HiraKakuStd-W3
    /HiraKakuStd-W4
    /HiraKakuStd-W5
    /HiraKakuStd-W6
    /HiraKakuStd-W7
    /HiraKakuStd-W9
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


